強磁場における物性測定の現状と展望
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アブストラクトのテンプレート（Ａ４版１ページ）です。本文は日本語，英語どちらでも結構です。日本語の場合，上記の例にならい，題目・講演者名・所属名の英語表記も合わせてご記載ください。図表はスペースをご考慮の上、必要であれば挿入いただき，キャプションは英文でお願いします[1]。その際，できるだけ本テンプレートを使用していただき、ファイル名（HMF-forum_abst_Name.doc）の“Name”を講演者名に変更してGoogle Formsにてご送付下さい。
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Fig. 1. Figure caption








